
ブリジストンタイヤのホームページから

タイヤの空気圧調整方法（特許第４４１３９８７号）を使用してシュミレーション

恒温 = 室温６０℃

誤った知識　３

今までの業界の常識

タイヤの自然漏れは気温によって大きく異なる。

チッ素充填しても気温を無視した空気圧調整では意味がない。

※タイヤの内部温度が 60℃なる条件とは

時速 100km/h で走行すると約 10%空気圧が上がる（普通の空気）

240kPa × 10% =24kPa　　ボイルシャルルの法則で計算　約 22℃の上昇（乾いた空気では実際には 10%上がらない

ので 18℃ の゚程度程度になると気温 40℃以上になる）

60℃ -22℃ =38℃（気温）

このデータ気温 38℃で時速 100km/h で 24 時間 100 日間走行した時のデータ

※自動車の使用

月 1000km 走行した場合　1000km ÷ 25km/h=40 時間　24 時間× 30 日 =720 時間　40 ÷ 720=5.6%

東京の年平均気温１５．９℃（1971 年〜 2000 年の平均）　修正平均気温：約１６．９℃

この実験データは現実離れしたのデータである。

１５℃から２０℃で実験したデータを使用しないと不当表示になる。

１ヶ月間の自然漏れ（60℃の場合）
・空気　100 ÷ 30/100=30kPa　30 ÷ 240kPa=12.5%・

・チッソ　60 ÷ 30/100=30kPa　30 ÷ 240kPa=7.5%

１ヶ月間の自然漏れ（20℃の場合）
・空気　20℃× 0.2%× 240kPa=9.6kPa　9.6kPa     4%

・チッソ　9.6kPa × 60% =5.75kPa　　　　　       2.4%

差　9.6kPa − 5.75kPa=3.85kPa

ボイルシャルルの法則で計算

3.85kPa は約４℃　点検時気温が４℃以上高い時に調整すればチッ素による漏れにくい特性の効果がなくなる。

タイヤの空気圧調整方法は平均気温を基準にするため空気もチッ素も条件は同じになるのでチッ素の特性は行

かせるが効果は少ない。


